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１．概要（Summary） 

結晶や粉末のように多くの分子が係わる有機化合物の

電導は、分子同士の相互作用の結果できるバンドの構造

によりその電気特性が決まり、その研究は 60 年以上続け

られておりほぼ確立した分野である。一方、1 つの分子の

電気伝導の研究は、本格的に始まってまだ数年の分野で

あり未開拓の部分が多い。われわれの研究室では、整流

性、負の微分抵抗、メモリ効果などの興味深い非線形現

象を現すと期待できる分子を設計、合成し、その単一分

子電気特性の測定を行っている。単一分子電気特性を

測る手法としては、機械的破断法(BJ 法)が一般的であり、

更にこれを分類して走査型トンネル顕微鏡(STM)を用い

るSTM-BJ法と、特殊な形状の電極を用いる機械制御型

BJ法(MCBJ法)がある。後者は、安定な分子架橋を作る

のに適しており、電流－電圧特性を計測するのに用いら

れる。今回は、この MCBJ 法に用いる電極を作成するた

めの光リソグラフィー用マスクの作成を行った。 

また、マイクロメータ程度のギャップに有機化合物をデ

ポジットした有機電子素子の研究のための櫛形マイクロギ

ャップ電極用のマスクも作成した。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

レーザービーム描画装置 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

図１にMCBJ用電極の形状、図２に櫛形マイクロギャッ

プ電極の設計形状を示した。示した形状のマスクを作成

した。 

４．その他・特記事項（Others） 

この研究は、科研費 新学術領域研究「分子アーキテクト

ニクス：単一分子の組織化と新機能創成」の中の「非対称、

非線形単分子電気特性を示す有機・無機混成分子系の

合成と機能集積化」により行った。 

 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし。 

６．関連特許（Patent） 

なし。 

 

図１．MCBJ用電極の形状 

 

図２．櫛形マイクロギャップ電極の形状 


